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『ソ ヴ ェ
ー ト文学』 100号

草　　鹿　　外　　吉

　私 の 手元 に 季刊 『ソ ヴ ＝
一 ト文学」 の 100号 が ある 。 昭和62年 8 月25日発行

と奥付けに ある が ， その 「編集後記」に は 次 の よ うに し る され て い る 。

　 「ソ連作家同盟 の 機 関誌の
一

つ で あ る rソ ヴ ェ
ー ト文学』 （外国語版）の 編

集部 と 日本の ソ ヴ ェ
ー ト文学研究会 （代表 ・ 黒田 辰男） の 共 同編集 とい うユ ニ

ー クな編集方式に よ り1964年に 誕生 した 弊誌の 刊行 もこ こ に 100号の 大台に 乗

っ た 。 季刊の 雑誌が 100号 とい うこ とは 25年 を 要す るわ けだが ， 弊 誌の 場 合 ，

一 時期 隔月刊 の 時代が あ っ た た め に こ うな っ た
。 装い を新た に 群豫社か ら出る

よ うに な っ て 26号 目で あ る」

　 「100号の 大台に の っ た 」雑誌 『ソ ヴ ＝
一 ト文学 』 は

一
体 どの よ う な 経緯で

発刊 され た の で あろ うか
。 そ の 事情 に つ い て は ， 「編集後記」 も指摘 して い る

が ， 同 じ 『ソ ヴ ェ
ー ト文学』91号 （1985年 3月）に 載 っ た 黒 田辰男 「回想 （そ

の 1 ）， 『ソ ヴ ェ
ー ト文学』 の 20年」 （「そ の 2 ， 私 の ソ ヴ ェ ト文学60年」 は 94

号 ）に 詳 しい
。 そ れ に よ る と，次 の とお りで あ る 。

　黒 田氏 は 1960年に は じめ て 訪 ソ し， そ の 2 年後 ， すなわ ち 1963年（昭和38年）

の 6 月末に ふ た た び ソ 連に 赴い た 。 当時 ， ソ 連作家 同盟の 外圜向け機 関誌 『ソ

ヴ ェ
ー ト文学』 の 編集長 は 作家 の ワ シ ー リイ ・ニ コ ラ

ー一・・r ヴ ィ チ ・ ア ジ ャ
ー

エ

フ （1915〜 1968）で あ っ た 。 黒 田 氏は 次の よ うに 書い て い る 。

　 「1963年に 私 が モ ス ク ワ に 滞在の と き，
ア ジ ャ

ー エ フ 氏は ， 私が 彼 の 大作

『モ ス ク ワ を遠 くは な れ て』 を 1951〜52イ
ト1こ （創芸社発行 ， 鹿 島保夫 ・丸 山政

男 との 共訳）刊行 して い た こ と ， ま た 私た ちが雑誌 『ソ ヴ ェ
ー

ト文学 』を 日本

に お い て 出版 して い た こ とを知 っ て い て ， そ の 雑誌 の 内容 こ とに 第 4 号の 翻

訳特集号が ソ 連の 『ソ ヴ ェ
ー

ト文学』 と同 じ性質 の もの で あ る こ とを 知 っ て ，

『ソ ヴ ェ
ー ト文学』 日本語版の 発行を私に 提案 した 。 私は それ に つ い て 私た ち

の 研究会 と協議す る こ とを 前提 と し なが ら ， そ の プ ラ ン が 実現性の 多い もの で

あろ うと答え た
。 そ し て また そ れ に よ っ て 私た ち の 雑誌 『ソ ヴ ェ

ー
ト文学』 の

内容が
一

そ う充実 した もの に な り得 る で あろ うと も考え ， そ の 提案を 一 応 うけ
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入 れた 。 そ して そ の 年 （1963年 ）の 9 月に 帰国後 ， わ れわ れ の 『ソ ヴ ェ
ー ト文

学』 の メ ン バ ー と協議 した上 ， 翌 1964年 の 10月に 翻訳紹介誌 と して の 『ソ ヴ ェ

ー
ト文 学』 が年 4 回発行の 雑誌 と して 生 ま れた の で あ っ た 。

rソ ヴ ニ
ー ト簡約

文学百 科辞典』の 第 6巻に は
，

こ の 日本語版の 『ソ ヴ ェ
ー

ト文学』 の 刊行開始

が 記 され て い る」

　 こ こ で 黒田 氏が 「
’
私た ち が 雑 誌 rソ ヴ ェ

ー
ト文学』 を 日本に お い て 出版 して

い た 」 と記 して い るの は ， 今 日 100号を迎 えた翻訳雑誌 で は な く， そ れ とは 別

の 雑誌 なの で あ る 。 両者の 創刊に か か わ っ た もの の
一 人 と して ， そ の 点 も黒 田

氏の r回想」 か ら引用 して説明 し て お こ う。 黒 田氏は こ う述べ て い る
。

　 「翻訳紹介誌 『ソ ヴ ェ
ー

ト文学』 の 刊行に は ， それ に 先立つ 前史 の よ うな も

の が あ る。 そ れ は ， こ の 雑誌 と同名 の 雑誌 が そ の 前 に 同 じ く季 刊で 六 冊刊行 さ

れ て い た の で ある 。
こ の 第

一
次 の 『ソ ヴ ェ

ー ト文学』 は ，
ロ シ ア お よび ソ ヴ ェ

ー
トの 文学 に か ん す る研究誌 と して ， 翻訳紹介誌 『ソ ヴ ェ

ー ト文学』が 刊行さ

れ 始め る二 年前に 創刊 され て い た 。

　 こ の 研究誌を 刊行 した 主 体は ， 早稲 出大学文学部大 学院 の ロ シ ア 文学 の 専攻

科 ，
ア ス ピ ラ ン ト課程 で ， 当時 こ の 課程を指導 して い た 私をふ くめ て の 新谷敬

三 郎 ， 草鹿外吉， 法橋穐彦 らを 中心 とす る研究者た ち に よ っ て 組 織された 「ソ

ヴ ェ
ー

ト文学研究会」 で
，

「清新な ア カ デ ミ ズ ム 」 を標榜 し た 純粋な研究誌を

め ざ して 発足 した 」

私た ち の 「ソ ヴ ェ
ー ト文学研究会」 で ， 1963年に ソ連か ら帰 っ た 黒 田氏 の 提唱

す る翻訳紹介雑誌を刊行 し よ うとい うこ とに は ， 幾 つ か の 議論 が あ っ た 。 に も

か か わ らず ， 結局は それ が 発行 され ， 24年後の 今 日に まで 至 っ た の は
， ひ とえ

に ソ ヴ ェ
ー ト文学を信奉 ， 熱愛す る黒 田 氏の 説得 に よ る もの で あ り， そ して ま

た ，
こ の 研究会 が氏 も述べ て い る よ うに 早稲 田大 学 に お け る黒 田門下 に よ っ て

形成 され て い た とい う事情に 負 うもの で あっ た 。

　 　　　 　　　 　　 ◇　 　　 　 　 ◇　 　 　　 　 ◇

　 こ うして 創刊 された 雑誌 『ソ ヴ ェ
ー

ト文学』 は ， 創刊号か ら50号 まで は 理 想

社 か ら， 51号か ら74号 ま で は 飯塚 書店か ら出版 され ， 1981年春の 75号 か ら， 群

艨社に よ っ て 出版 され る よ うに な っ た 。 そ の 間 ， た とえ ば理 想社か ら飯塚 書店

に 移る過程で 秋津書店 ， 東宣出版な どが制作に 当た っ た 事情 な どが介在す る な

ど， さ ま ざま な 困難を 乗 り越 え て ， こ の あま り売れ ない 雑誌が 100号 に 至 っ た

訳 で あ る 。 それに は 関係老
一

同の 並 々 な らぬ 苦労が 潜ん で い た が ， なに よ りも

そ れ が 主 宰者， 黒 田辰男氏 の 物心 両面の 努力 の 賜物で あ る こ とを ， こ こ に 強調
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しなけれ ば な らな い 。

　さ て ， 雑 誌 rソ ヴ ェ
ー ト文学 』 の 功績 は 多 々

， 挙げられ るが ， 何をお い て も

24年間， 絶や さず ソ連の 文学事情 ， 時宜 に 応 じて の 諸 作品を紹介 しつ づ け ， 今

日に お い て も十分に 資料 的価価を 有す る蓄積を残 した こ とで あろ う。 第 1号 の

ゴ ン チ ャ
ール 『卜 卩 ン カ 』 （小野理 子 訳）， 1〜 2 号の リ ー R　一 トフ 『エ ゴ ー ル ・

ス ー ズ ン の 死』を は じめ と して
，

こ の 雑誌に は 早 くか ら，
ア ン b 一 ノ ブ ， テ ン

ドリ ャ コ フ
，

シ ュ ク シ ー ソ
， ナ ギ ー ビ ン

， カ ザ コ ー フ
，

べ P 一 フ
， ト リー フ ォ

ノ ブ
，

シ ー ム
， ラ ス プ ーチ ン

，
ボ ン ダ レ フ

，
ワ シ ー リ エ フ

，
ア ス タ

ー
フ ィ エ フ

の よ うな第二 次大戦後か ら今 日 ま で に 輩 出 した 作家群 ， さ らに ， ル イ トヘ ウ ，

ア イ トマ
ー

ト フ
，

サ ン ギ ，
マ テ ヴ ォ シ ャ ン

，
ブ イ コ フ

， キ ム
，　ド ゥ ム バ ーゼ と

い っ た新 しい 諸民族作家群の 作品が次 々 と掲載 され ， 現代 ソ ヴ ェ
ー ト文学が広

く紹介 され て ぎた
。 詩人 に して も60年代に 華 々 し く登場 した ヴ ォ ズ ネ セ ン ス キ

イ ，
エ フ ト ク シ ェ ン コ

，
卩 ジ ェ ス ト ウ ェ ン ス キ イ ， ア フ マ ド ゥ

ー リナ ， オ ク ジ

ャ ワ
， ヴ ィ ソ

ー ツ キ イ な どを 始め ， 幅広 く翻訳 さ れ て い る 。

　更に ，
パ ウ ス ト

ー
フ ス キ イ ，

チ ュ コ ー
フ ス キ イ ，

エ レ ン ブ ール グ
，

カ タ ー エ

フ
，

フ ェ
ー ジ ン

，
シ ョ

ー ロ ホ フ ， ある い は 1・ワ ル ドー フ ス キ イ ， ア セ
ー X フ ，

ベ ル ゴ ー リツ
，

ア フ マ ー ト ワ な ど， 今 は 亡 きソ ヴ ェ
ー ト文学 の 古典的作家， 詩

人た ちの 知 られ ざる作 品 ， ゾ ー シ チ ェ ン コ
，

プ ラ トー ノ ブ ，
バ ー ベ リな ど ， か

つ て 文学的 ， 政 治的 に 弾圧 を蒙 っ た 作家た ちの 紹介 な ど ， 歴 史的 に も興味深い

もの が多い
。 特に ア ク シ ョ

ー ノ ブ
， ウ ラ ジ ー モ フ

， ネ ク ラ
ー ソ フ

，
ク ズ ネ ツ ォ

ー
フ な ど， そ の 後 ， ソ連 か ら亡命 して し ま っ た 作家た ち の か つ て の 作品を見 る

と き ， グ ラ ース ノ ス チ の 叫ばれ て い る今 日， 今後の か れ らの 運命を思わず に は

い られ ない
。

　 しか し ， 共同編集 とい っ て も，
ほ と ん ど が ソ連作 家同盟 の 『ソ ヴ ニ

ー
ト文

学 』編集部 で そ れ が な され て し ま うの で ， ソ連側 の 意 向が 大 き く反 映 され る と

い うこ とに な りが ち で ある
。
66号 ， 67号に は ブ レ ジ ネ フ の 回 想録が大 きなペ ー

ジ を と っ て 翻訳 され て い るが ， こ の ときに は ， 掲載す るか れ の 写真の 大 きさ を

め ぐっ て ソ 連側 と意見 を こ とに し ， 日本側の 意見 どお りに した こ と もあ っ た 。

　 群像社に 移 っ て か らの 雑誌に は ， さ らに 新 しい 作家た ちが精 力的に 紹介 され

る と同時に ， 「新鋭作家短編特集」 （88）「現代 ソ 連 SF 小説特集」 （98） ドス 1・

エ ー フ ス キ イ （78） マ ヤ コ ー一一フ ス キ イ （84） ゴ ー ゴ リ （87）プ ー シ キ ン （99）

等 の 特集 ， また ワ ル ワ
ー

プ ・ブ ブ ノ ワ の 生 誕 100周年特集 な ど ユ ニ
ー

ク な企 画

も現れ て来 た 。 か つ
， ヴ ォ ズ ネ セ ン ス キ イ 『0 』， グ レ ー

コ ワ 『未 亡 人 た ち
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の 船』， テ ン ド リ ャ コ ー フ 『報復』， ラ ス プ ー チ ン 『火事』， ある い は ブ ル ガ ー

コ フ の 小説 ア白衛軍』 の うち の 未発表の 一 章な ど ， い わ ば間 題作 も精力的 に 発

表 され て い る 。

　 100号に わ た る作品を こ こ に すべ て 挙げる 訳に い か な い が ， そ の 全 貌は 100号
の 巻天 に 付 され た 総 日次を 参照 された い

。 小説 ， 詩以 外に も ， ほ とん ど各号に

評 論 ， 書簡， 回想 ， 演劇 ・ 映画 論 ， 作家の イ ン タ ー ビ ュ
ー

， 資料 ・ 書評 ， 日ソ

文化交流 ， そ して 戯曲 な どが 掲載 され ， それ らを 通覧す る こ とに よ っ て 四 半世

紀に お よぶ ソ連の 文化 ・文学 の 概要を知 り得るで あろ う。 と りわ け40号以降に

は ソ連各民族 の 絵画 ・ 美術 の グ ラ ビ ア とそ の 解説 が掲載され ， それ らの 豊 か で

多様 な芸術的土壌 を 賞味で きる よ うに 編集され て い る
。

　雑誌 rソ ヴ ェ
ー ト文学』 の 最初の 時代に は 翻訳者た ち もまだ若 く， その 多 く

が主 宰者 ， 黒 田 氏の 門下 で あ っ た こ と も影響 して ， 雑誌の 翻訳の 質が必ず し も

良 くは なか っ た 。 しか し， 近年 ， そ の 質 も向上 し ， 十 分 に 原作 の 味を伝 え る に

足 る もの とな りつ つ あ る 。 と りわ け ， 出版が 群像社 に 移 っ て か ら ， そ の ス タ ッ

フ の 努 力 があ り， あた らしい 有力な ロ シ ア 文学者 も翻訳に 加わ り， 雑誌全体の

質は 飛躍 的に 向上 した とい っ て 良か ろ う。 また ， 今 日こ うした 翻訳 発表の 舞台

が少 ない お りか ら ， こ の 雑誌が新人研究者の 翻訳発表の 場 と して 役立 っ て い る

イ則面 も， 見落 と・せない とい え よ う。

　こ の よ うな雑誌 の
一

層 の 継続を願 うの は 筆者一
人 で は あ る ま い

。 功罪は 種 々

あ る に せ よ， す で に それ は 文学史的存在 とい っ て も， 言い 過 ぎで は ない の で あ

る 。
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